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１
．
１
．
１
．　
〈
リ
ン
グ
イ
ス
テ
ィ
ツ
ク
・
タ
ー
ン
〉
に
よ
る
、「
知
能
」
の
「
理
性
」
へ
の
進
化

　
　
　
　
　
　
　
（
こ
こ
で
言
う
リ
ン
グ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ン
と
は
、
言
語
論
的
に
最
も
よ
く
そ
の
過
程
の
説
明
の
つ

く
知
能
の
構
造
転
換
の
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　

―
動
物
レ
ベ
ル
の
「
実
際
的
・
実
用
的
知
能
」
か
ら
人
類
レ
ベ
ル
の
「
道
具
的
・
技
術
的
理
性
」
へ
の
進

化
、
及
び
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
自
然
学
・
科
学
」
と
「
形
而
上
学
・
哲
学
」
の
誕
生
ま
た
は
発
明

人
間
と
動
物
は
ど
こ
が
ど
う
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
人
間
と
他
の
生
物
・
動
物
と
の
違
い
を
表
わ
す
、
人
間
・
人
類
の
特
性
は

「
理
性
」
に
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
最
初
の
人
は
、
紀
元
前
４
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
っ
た
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
は
、そ
の
『
霊
魂
論
』（
岩
波
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
、第
六
巻
）
に
、人
間
を
他
の
動
物
か
ら
区
別
し
、

人
間
を
人
間
で
あ
ら
し
め
て
い
る
属
性
と
し
て
「
理
性
」
を
論
じ
た
「
人
間
理
性
論
」
が
あ
る
。
そ
こ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、

植
物
に
は
「
栄
養
作
用
の
霊
魂
」
が
あ
り
、
動
物
に
は
そ
れ
に
加
え
て
「
感
覚
作
用
の
霊
魂
」
が
あ
り
、
人
間
に
は
更
に
そ
れ

に
加
え
て
「
理
性
の
霊
魂
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
言
う
「
理
性
の
霊
魂
」
は
「
理
性
と
い
う
知

的
能
力
」
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

人
間
・
人
類
が
生
物
・
動
物
の
生
存
条
件
を
乗
り
越
え
て
、
人
間
独
自
の
文
明
的
生
存
条
件
を
創
出
し
た
の
は
、
そ
の
知
的

能
力
が
「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
進
化
し
、
発
達
し
た
こ
と
に
よ
る
。
人
間
の
知
能
が
進
化
し
、
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発
達
し
て
、
本
能
と
遺
伝
子
に
書
き
込
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
配
か
ら
た
と
え
わ
ず
か
で
も
離
脱
し
、
も
の
の
見
方
・
考
え

方
・
行
動
の
仕
方
・
生
き
方
に
多
少
な
り
と
も
「
精
神
・
心
の
自
由
」
を
得
る
に
至
っ
た
と
き
、
そ
の
知
能
は
「
理
性
」
と
呼

ば
れ
、
動
物
か
ら
類
別
さ
れ
る
、「
人
間
」
ま
た
は
「
人
類
」
と
い
う
存
在
の
本
質
的
特
性
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。「
理
性
」
が
、

自
然
・
本
能
の
支
配
と
必
然
性
、
遺
伝
子
の
支
配
と
宿
命
か
ら
人
間
を
解
放
し
、
人
間
の
思
考
と
行
動
に
わ
ず
か
な
り
と
も
〈
自

由
〉
を
も
た
ら
し
た
と
き
、
そ
の
時
に
「
人
類
の
歴
史
」
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

人
間
と
動
物
を
区
別
す
る
尺
度
な
い
し
規
準
を
「
理
性
」
に
求
め
る
と
い
う
考
え
方
に
、
異
論
を
唱
え
よ
う
と
す
る
人
は
ま

ず
い
な
い
だ
ろ
う
。
西
洋
文
明
に
属
し
て
い
る
諸
民
族
・
諸
国
民
の
言
語
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
言
い
方
で
、「
人
間
は

理
性
を
具
え
た
動
物
で
あ
る
」、
つ
ま
り
「
人
間
と
動
物
の
違
い
は
理
性
の
有
無
に
あ
る
」、
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
る
慣
用

句
的
表
現
が
必
ず
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
英
語
で
、Anim

als have no reason.

「
動
物
に
は
理
性
は
な
い
」、
仏
語
で
は
、

La raison distinque l'hom
m

e de l'anim
al.

「
理
性
に
よ
っ
て
人
間
と
動
物
は
区
別
さ
れ
る
」、
独
語
で
は
、D

er M
ensch 

ist ein vernunftbegabtes W
esen.

「
人
間
は
理
性
に
恵
ま
れ
た
存
在
で
あ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
理
性
」
と
い
う

語
は
、
人
間
の
本
質
的
属
性
と
し
て
特
別
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
西
洋
の
諸
言
語
の
中
で
、「
人
間
は
感

情
の
動
物
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
真
面
目
に
言
う
言
語
が
あ
る
こ
と
を
私
は
知
ら
な
い
。
西
洋
の
諸
言
語
、
及
び
諸

民
族
・
諸
国
民
は
、
人
間
の
本
質
的
特
性
と
し
て
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
理
性
」
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
の
「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動
の
仕
方
・
生
き
方
」
を
決
定
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
人
の
「
精
神
」
ま
た

は
「
心
」
で
あ
る
と
し
よ
う
。
英
語
で
言
う m

ind

、仏
語
で
言
う esprit
、独
語
で
言
う Geist 

で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
精
神
」

ま
た
は
「
心
」
と
は
、
人
間
と
い
う
存
在
を
構
成
す
る
「
精
神
と
肉
体
」
ま
た
は
「
心
と
肉
体
」
と
い
う
〈
二
項
構
造
〉
表
現
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の
一
つ
で
あ
り
、
感
覚
・
知
覚
、
理
性
・
悟
性
、
思
考
・
思
惟
、
感
情
・
意
思
、
志
向
・
関
心
な
ど
の
「
認
知
」cognition 

の
諸
要
因
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
精
神
・
心
」
の
諸
要
因
を
〈
理
性
的
要
因
〉
と
〈
感
情
的
要
因
〉
と
に
分

け
て
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
〈
理
性
的
要
因
〉
が
強
く
働
く
場
合
は
、
こ
れ
を
「
精
神
」
と
呼
び
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
〈
感

情
的
要
因
〉
が
強
く
働
く
場
合
、
こ
れ
を
「
心
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
心
」
が
よ
り
優
位
に
働

い
て
い
る
東
洋
人
の
場
合
に
比
べ
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
西
洋
の
知
識
人
・
思
想
人
の
場
合
は
、「
精
神
」
が
よ
り
支
配
的
、

よ
り
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
西
洋
の
知
識
人
・
思
想
人
に
お
い
て
は
、「
理

性
」
が
「
精
神
」
ま
た
は
「
心
」
を
構
成
す
る
認
知
的
諸
要
因
を
統
合
す
る
、
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

類
人
猿
を
先
頭
に
犬
猫
、
カ
ラ
ス
、
イ
ル
カ
な
ど
、
動
物
に
〈
知
能
〉
が
有
る
と
は
よ
く
言
う
が
、
動
物
に
「
理
性
」
が
有

る
と
は
普
通
は
言
わ
な
い
。
心
理
学
者
ヴ
ィ
オ
ー
（
Ｇ
．
Ｖ
ｉ
ａ
ｕ
ｄ
）
は
、
人
間
と
動
物
の
知
能
的
行
動
を
区
別
し
て
、
動

物
の
そ
れ
を
〈
感
覚
運
動
的
知
能
〉
ま
た
は
〈
実
用
的
知
能
〉、人
間
の
そ
れ
を
〈
観
念
・
概
念
的
知
能
〉
ま
た
は
〈
論
理
的
知
能
〉

と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。
前
者
の
〈
感
覚
運
動
的
知
能
〉
は
物
理
的
環
境
に
適
応
す
る
機
能
を
果
た
し
、
人
間
と
動
物
が
共

有
す
る
共
通
の
知
能
と
見
な
し
、
後
者
の
〈
概
念
的
・
論
理
的
知
能
〉
は
観
念
・
概
念
、
ま
た
は
言
語
（
言
語
的
観
念
・
言
語

的
概
念
）
を
媒
体
と
し
て
伝
達
・
意
思
疎
通
、
及
び
知
的
な
認
識
・
推
理
・
思
考
を
可
能
に
し
、
動
物
に
は
存
在
し
な
い
、
人

間
に
固
有
の
知
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
（
平
凡
社
『
心
理
学
事
典
』、１
９
８
１
年
１
１
月
、初
版
第
１
刷
、５
７
４
～
５
頁
）。

西
洋
の
「
理
性
」
の
歴
史
に
関
す
る
或
る
記
述
に
よ
る
と
、
紀
元
前
７
～
６
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ミ
レ
ト
ス
の
タ
ー
レ

ス
に
よ
っ
て
、
当
時
は
「
自
然
学
」
呼
ば
れ
た
「
科
学
」
が
誕
生
し
、
紀
元
前
５
～
４
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
／
プ

ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
「
哲
学
」
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
「
科
学
と
哲
学
」
の
誕
生
以
前
に
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
知
識
は
〈
実
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際
的
・
実
用
的
な
知
識
〉
だ
っ
た
。
そ
の
中
身
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
狩
猟
と
穀
物
栽
培
、
家
事
の
や
り
く
り
や
都
市
の
政
治
、

芸
術
の
創
作
や
戦
争
の
方
法
、
と
い
っ
た
作
業
・
事
業
に
成
功
す
る
た
め
の
実
用
的
な
諸
規
則
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
〈
実

際
的
知
識
・know

‐how

ノ
ウ
ハ
ウ
〉の
ゆ
っ
く
り
し
た
蓄
積
は
、数
千
年
に
わ
た
っ
て
進
行
し
て
き
た
」の
で
あ
る（
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
ヴ
ァ
ン
・
ド
ー
レ
ン
『
知
の
全
体
史
』、
叢
書
・
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
、
法
政
大
学
出
版
局
、
１
９
９
９
年
１
１
月
、
第

一
版
第
１
刷
）。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
「
科
学
」
と
「
哲
学
」
が
誕
生
す
る
以
前
は
、
人
間
の
知
能
は
も
っ
ぱ
ら
「
実
際
的
・
実

用
的
知
能
」、
つ
ま
り
「
道
具
的
・
技
術
的
知
能
」
か
ら
成
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
一
方
で
、
人
間
は
物
を
作
る
の
み
で
な
く
、
物
を
作
る
た
め
の
道
具
を
作
り
、
そ
の
道
具
を
使
用
し
、
生
き
る
た
め
に

必
要
な
物
を
作
り
出
し
、
そ
し
て
、
物
質
的
生
活
を
再
生
産
す
る
知
能
と
技
能
を
取
得
し
た
と
き
、
人
類
は
初
め
て
他
の
動
物

た
ち
の
〈
知
能
〉
の
レ
ベ
ル
か
ら
分
化
し
、
人
類
固
有
の
「
理
性
」
に
基
づ
く
文
明
へ
の
道
を
歩
き
出
し
た
と
言
わ
れ
る
。
そ

し
て
、こ
の
「
道
具
の
製
作
と
使
用
」、「
物
質
的
生
活
の
再
生
産
」、そ
し
て
、「
道
具
・
技
術
の
知
能
」
の
進
化
の
歩
み
が
始
ま
っ

た
の
は
、
人
類
が
「
直
立
二
足
歩
行
」
を
始
め
た
瞬
間
か
ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
四
足
歩
行
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
自
由
に
な
っ
た

「
２
本
の
手
」が
物
を
作
り
出
す
可
能
性
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
歩
行
か
ら
解
放
さ
れ
て
自
由
に
な
っ
た
こ
の「
両
手
」が
、

人
間
の
生
活
の
た
め
に
有
用
な
〈
実
際
的
知
能
・
技
能
〉、ま
た
は
「
道
具
的
・
技
術
的
知
能
」
の
発
生
を
可
能
に
し
、そ
の
進
化
・

発
達
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

或
る
科
学
事
典
に
よ
る
と
、人
類
が
「
直
立
二
足
歩
行
」
を
始
め
た
の
は
、今
か
ら
約
３
６
０
万
年
前
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
最
古
の
「
石
器
」
は
、
今
か
ら
約
２
０
０
万
年
前
の
も
の
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
石
器
時
代
以
来
、
人
間

は
自
分
た
ち
に
有
用
な
物
あ
る
い
は
道
具
を
作
り
、
使
用
す
る
能
力
を
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
時
間
を
か
け
て
、「
理
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性
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
進
化
・
発
達
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。（
講
談
社
『
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
科
学
大
事
典
』

昭
和
６
０
年
３
月
、
第
１
刷
、「
人
類
の
誕
生
」
２
１
４
～
７
頁
）。

人
類
の
歴
史
の
上
で
、紀
元
前
７
～
６
世
紀
に「
自
然
学
ま
た
は
科
学
」と
、紀
元
前
５
～
４
世
紀
に「
形
而
上
学
ま
た
は
哲
学
」

が
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
誕
生
す
る
前
に
、「
石
器
」
を
作
り
、
使
う
能
力
を
始
め
と
し
て
、
人
間
の
生
存
に
関
連
す
る
〈
実
際
的

な
知
能
・
技
能
〉、
つ
ま
り
「
道
具
的
・
技
術
的
知
能
」
が
生
ま
れ
、
何
十
万
、
何
百
万
年
の
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と

進
化
・
発
達
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。
人
間
・
人
類
の
こ
の
〈
実
際
的
知
能
・
技
能
〉
の
発
生
と
進
化
が
、
先
ず
最
初

に
人
類
の
歩
ん
だ
道
を
他
の
動
物
の
そ
れ
か
ら
分
化
さ
せ
、人
類
独
自
の
文
明
へ
の
方
向
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、中
国
、イ
ン
ド
、マ
ヤ
の
文
明
が
開
拓
さ
れ
た
頃
に
は
、〈
実
際
的
知
能
・
技
能
〉
と
し
て
、明
ら
か
に
既
に
「
テ

コ
、
ク
サ
ビ
、
車
輪
・
車
軸
、
滑
車
、
ネ
ジ
」
な
ど
の
、
素
朴
で
基
礎
的
な
道
具
・
器
械
・
技
術
が
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
時
代
に
は
、
こ
の
〈
実
際
的
知
能
・
技
能
〉、
ま
た
は
〈
道
具
的
・
技
術
的
知
能
〉
は
、

こ
れ
ら
の
知
能
を
追
い
か
け
、
並
行
し
て
進
化
・
発
達
し
、
や
が
て
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
た
「
科
学
的
理
性
」
と
呼
応
し
て
、

「
道
具
的
・
技
術
的
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
高
度
な
知
能
レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
テ
コ
や
ク
サ
ビ

な
ど
の
基
礎
的
な
道
具
・
技
術
も
、
最
初
は
自
然
に
起
こ
る
偶
然
的
な
出
来
事
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア

ル
キ
メ
デ
ス
の
「
テ
コ
の
原
理
」
の
よ
う
に
、
そ
の
作
用
の
〈
力
学
的
・
物
理
学
的
原
理
〉
が
解
明
さ
れ
、
発
見
さ
れ
、
そ
し

て
「〈
原
理
・
原
則
を
探
究
す
る
〉
科
学
的
理
性
」
が
誕
生
し
た
時
に
は
、
こ
れ
と
相
互
作
用
・
補
助
の
関
係
に
よ
っ
て
、〈
道

具
的
・
技
術
的
知
能
〉
も
「
理
性
」
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
最
大
の
数
学
者
に
し
て
物
理
学
者
、
ア
ル
キ
メ
デ
ス
（
紀
元
前
２
６
７
～
２
１
２
）
は
優
れ
た
技
術
者
で

も
あ
っ
た
。
彼
は
、
円
の
外
接
と
内
接
の
９
６
辺
形
か
ら
円
周
率
π
を
算
出
し
た
り
、「
テ
コ
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
働
く
の
か
」
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を
説
明
す
る
、「
テ
コ
の
原
理
」
を
解
明
し
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
た
、
祖
国
シ
チ
リ
ア
島
の
シ
ラ
ク
サ
の
ロ
ー

マ
と
の
戦
い
に
際
し
て
、
数
々
の
武
器
を
発
明
し
て
、
ロ
ー
マ
軍
を
悩
ま
せ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

「
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
現
象
が
起
こ
る
の
か
」
を
説
明
す
る
、「
科
学
的
理
性
」
の
進
化
と
発
達
と
共
に
、「
な
ぜ
器
械
・
道
具
が

そ
の
よ
う
に
働
く
の
か
」
と
い
う
〈
原
理
〉
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
器
械
・
道
具
を
ど
の
よ
う
に
改
良
し
た
ら
よ
い
か
、
如

何
に
し
て
よ
り
効
率
的
な
器
械
・
道
具
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

西
洋
の
「
技
術
的
・
道
具
的
理
性
」
は
「
科
学
的
・
理
論
的
理
性
」
と
相
呼
応
し
合
い
な
が
ら
、
互
に
進
化
・
発
達
を
促
し
つ

つ
、
共
に
進
化
し
、
発
達
し
た
の
で
あ
る
。〈
原
因
・
原
理
〉
を
探
究
す
る
「
科
学
」
と
〈
方
法
・
道
具
〉
を
探
求
す
る
「
技
術
」

と
の
一
体
性
は
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
科
学
」
と
い
う
「
現
代
の
科
学
」
の
特
色
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、も
と
も
と
「
西
洋
の
科
学
」

そ
の
も
の
の
本
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
科
学
」
の
質
は
、「〈
科
学
の
原
理
に
基
づ
く
〉
技
術
・
道
具
」
の
発
見
・
発
明
、「〈
対
象
を
観
察
す
る
〉
技
術
・
道
具
」
の
開
発
・

発
明
に
大
き
く
依
存
す
る
と
い
う
。
こ
の
「
科
学
」
の
〈
技
術
〉
性
ま
た
は
「
科
学
と
技
術
と
の
一
体
性
」
は
、
近
現
代
に
発

生
し
発
達
し
た
現
象
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
西
洋
の
古
代
に
お
い
て
既
に
始
ま
っ
て
い
た
、「
科
学
」
と
「
技
術
」
の
そ
れ

ぞ
れ
が
も
と
も
と
具
え
て
い
た
、「
科
学
」
と
「
技
術
」
そ
れ
ぞ
れ
の
本
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「〈
或
る
現
象
が
起
き
る
原
因
・

原
理
〉
に
関
す
る
科
学
的
知
識
」
は
、「〈
そ
の
現
象
を
起
こ
す
方
法
・
技
術
〉
に
関
す
る
道
具
的
・
方
法
的
知
識
」
で
も
あ
る
。

「〈
原
因
・
原
理
〉
に
関
す
る
関
心
」
は
「〈
方
法
〉
に
関
す
る
関
心
」
で
も
あ
る
。「
科
学
的
理
性
」
は
「
道
具
的
・
技
術
的
理

性
」
と
は
本
質
を
同
じ
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
道
具
を
作
り
、
使
用
す
る
知
能
」
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
労
働
手
段
と
は
、
労
働
者
が
自
分
と
労
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働
対
象
と
の
間
に
挿
入
し
て
、
労
働
対
象
に
対
す
る
自
分
の
働
き
か
け
の
導
体
と
し
て
役
立
た
せ
る
物
、
ま
た
は
そ
う
い
う
物

の
複
合
体
で
あ
る
。
労
働
者
は
、
物
の
機
械
的
、
物
理
的
、
化
学
的
特
性
を
利
用
し
て
、
他
の
物
に
働
き
か
け
、
こ
の
他
の
物

を
自
分
の
目
的
に
役
立
た
せ
る
。〔
中
略
〕
労
働
手
段
・
道
具
・
道
具
の
制
作
と
そ
の
使
用
は
、
萌
芽
と
し
て
は
既
に
あ
る
種

の
動
物
に
見
ら
れ
る
け
れ
ど
、
人
間
特
有
の
労
働
過
程
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
も
人
間
を
道

具
を
作
る
動
物
と
定
義
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
一
巻
、
第
三
編
、
第
五
章
、
第
一
節
）。

「
人
間
は
理
性
を
具
え
た
動
物
で
あ
る
」
と
言
う
と
き
、
そ
の
「
理
性
」
に
は
何
よ
り
も
先
ず
、「
人
は
自
ら
に
自
然
に
具
わ
っ

て
い
る
能
力
を
拡
張
す
る
道
具
を
作
り
出
し
、
そ
の
道
具
を
使
っ
て
生
存
す
る
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
及
び
「〈
実
際

的
・
実
用
的
な
〉
道
具
的
・
技
術
的
理
性
」
が
含
意
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と
共
に
、
人
間
の

「
道
具
を
作
り
、
使
う
能
力
」、
つ
ま
り
「
道
具
的
・
技
術
的
理
性
」
に
、
人
類
を
動
物
か
ら
類
別
す
る
人
間
の
類
的
特
性
を
見

て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
人
間
・
人
類
の
「
知
能
」
が
「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
高
度
な
知
能
へ
の
進
化
・
発
達
す
る
の
を
可
能
に
し
た
の
は
、
何

よ
り
も
先
ず
「
言
語
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
・
技
術
の
発
明
ま
た
は
誕
生
で
あ
っ
た
。
人
間
・
人
類
は
こ
の
「〈
言
語
と
い
う
〉
道
具
・

技
術
」
に
よ
っ
て
、
知
能
ま
た
は
理
性
を
「
本
能
ま
た
は
遺
伝
子
」
の
支
配
か
ら
解
放
し
、「
精
神
ま
た
は
心
」
の
自
由
を
可
能

に
し
、
人
間
・
人
類
の
知
能
の
〈
理
性
へ
の
進
化
・
発
達
〉
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
動
物
レ
ベ
ル
の
知
能
は
、「
個
体
と
種
の

保
存
」
と
い
う
目
的
の
た
め
に
か
な
り
の
仕
事
を
可
能
に
す
る
が
、
本
能
・
遺
伝
子
の
支
配
か
ら
の
自
由
の
レ
ベ
ル
に
は
達
す
る

こ
と
は
な
い
。
動
物
に
も
存
在
す
る
レ
ベ
ル
の
知
能
は
、
人
間
に
お
い
て
初
め
て
「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
レ
ベ
ル
に
高
度
化
し
た

の
だ
が
、
こ
の
「〈
知
能
の
〉
理
性
化
」
と
い
う
知
能
の
高
度
化
は
、「
言
語
」
を
媒
体
と
し
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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１
．
１
．
２
．　
「〈
認
知
能
力
の
理
性
化
を
可
能
に
し
た
〉
言
語
の
誕
生
ま
た
は
発
明
」、
及
び
「〈
感
覚
知
覚
的
な

動
物
的
知
能
か
ら
言
語
的
人
間
的
理
性
へ
の
〉
進
化
」

　
　
　
　
　
　
　

―
「〈
リ
ン
グ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ン
に
よ
る
〉
機
能
分
化
を
伴
な
っ
た
西
洋
の
知
能
の
理
性
へ
の
進
化
」

（
言
語
的
理
性
、
道
具
的
・
技
術
的
理
性
、
科
学
的
理
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
理
性
、
形
而
上
学

的
理
性
、
哲
学
的
理
性
）

自
然
環
境
に
適
応
し
、
物
質
的
生
活
の
再
生
産
に
対
応
す
る
〈
実
際
的
な
知
能
〉、
人
間
が
動
物
と
共
通
に
有
し
て
い
る
〈
感

覚
知
覚
的
な
知
能
〉
を
、「
理
性
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
高
度
な
知
能
レ
ベ
ル
に
進
化
・
発
達
さ
せ
る
に
は
、「
言
語
」
と
い

う
、「〈
観
念
・
概
念
を
表
わ
し
、
観
念
・
概
念
を
意
味
す
る
〉
記
号
体
系
」
の
誕
生
ま
た
は
発
明
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
言

語
」
と
い
う
記
号
体
系
の
誕
生
ま
た
は
発
明
も
、「
道
具
的
知
能
」
の
何
万
何
十
万
と
い
う
年
月
を
か
け
て
の
、「〈
シ
ン
ボ
ル
・

象
徴
と
サ
イ
ン
・
記
号
に
関
す
る
〉
経
験
と
知
識
」
の
蓄
積
の
成
果
で
あ
っ
た
。「
言
語
」
の
発
生
と
進
化
の
過
程
は
、「
人
間

理
性
」
そ
の
も
の
の
発
生
と
進
化
の
過
程
と
並
行
し
、
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
間
の
「
知
能
」
の
「
理
性
」
化
を
も
た

ら
し
た
の
は
、「
言
語
」
と
い
う
記
号
体
系
の
誕
生
ま
た
は
発
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
「
知
能
」
は
、
こ
の
「
言
語
」

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
ま
た
は
道
具
の
誕
生
ま
た
は
発
明
に
よ
っ
て
、
時
間
・
空
間
の
隔
た
り
を
超
え
て
、
よ
り
高
度
な
質

と
量
の
〈
伝
達
〉、
よ
り
高
度
な
質
と
量
の
〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
を
可
能
に
し
た
の
み
で
な
く
、
よ
り
抽
象
的
、
よ
り

複
雑
、
よ
り
精
密
、
よ
り
高
度
な
質
と
量
の
「
認
知
」（
認
識
・
理
解
・
解
釈
・
判
断
・
推
理
・
思
考
等
）
が
保
証
さ
れ
た
の
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で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
間
の
「
理
性
」
は
「
言
語
」
の
誕
生
ま
た
は
発
明
と
共
に
発
生
し
、「
言
語
」
と
共
に
進
化
し
、
発

達
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
類
が
動
物
と
共
有
す
る
〈
感
覚
運
動
的
で
実
際
的
な
知
能
〉
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
人
間
に
固
有

の
「〈
観
念
的
・
概
念
的
で
論
理
的
な
〉
理
性
」
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
進
化
・
発
達
し
た
の
は
、「
言
語
」
体
系
の
誕
生
ま
た
は
発

明
の
諸
成
果
を
契
機
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

人
類
が
「〈
文
明
へ
の
契
機
・
可
能
性
を
具
え
た
存
在
〉
と
し
て
の
人
間
・
人
類
」
に
な
る
た
め
に
は
、〈
実
際
的
知
能
〉
の
「〈
観

念
的
・
概
念
的
〉
言
語
的
理
性
」
へ
の
進
化
・
発
達
、〈
感
覚
に
基
づ
く
知
能
〉
か
ら
「〈
言
語
〉
を
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
と
す
る
理
性
」

へ
の
進
化
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
科
学
」
や
「
哲
学
」
な
ど
の
西
洋
の
「
理
性
」
の
発
達
と
発
展
の
基
本
的
な
方
向
が

開
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
出
発
点
に
、「〈
感
覚
に
基
づ
く
〉
動
物
的
知
能
」
か
ら
、「〈
言
語
に
基
づ
く
〉
観
念
的
・
概
念
的
・

言
語
的
理
性
」
へ
の
進
化
の
過
程
、つ
ま
り
〈
リ
ン
グ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ン
〉（
言
語
論
的
転
回
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

２
０
世
紀
の
言
語
学
者
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
に
よ
る
と
、「
言
語
」
が
生
み
出
す
〈
語
〉
と
〈
文
〉
は
無
限
の
自
己
拡
張
の
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
論
じ
た
「〈
有
節
言
語
の
語
彙
と
文
の
〉
限
り
な
い
創
造
性
」、
つ
ま
り
、
限

ら
れ
た
数
の
音
素
・
形
態
素
・
語
・
文
の
組
合
せ
・
結
合
に
よ
る
「
限
り
な
い
造
語
と
構
文
の
可
能
性
」
と
い
う
、「〈
有
節
言

語
と
し
て
の
〉
言
語
の
創
造
性
」
に
つ
い
て
は
、既
に
１
９
世
紀
の
「
進
化
論
」
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
こ
の
「
言
語
の
創
造
性
」
を
、

動
物
と
人
間
を
区
別
す
る
人
類
の
特
性
と
し
て
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
下
等
な
動
物
と
人
間
と
の
相
違
は
、
人
間
が
非
常

に
多
様
な
音
声
と
観
念
と
を
結
び
合
わ
せ
る
ほ
と
ん
ど
無
限
に
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
は
、明
ら
か
に
高
度
に
発
達
し
た
人
間
の
心
理
的
能
力
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（『
人
類
の
起
源
』
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中
央
公
論
社
、
世
界
の
名
著
３
９
、
昭
和
４
２
年
９
月
、
初
版
１
４
７
頁
）。
人
間
・
人
類
の
限
り
な
い
「
文
明
」
へ
の
道
は
、

限
り
な
い
〈
拡
張
可
能
性
・
創
造
性
〉
を
持
つ
「〈
有
節
言
語
〉
と
し
て
の
言
語
」、
及
び
「〈
言
語
を
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
と
す
る
〉

言
語
的
理
性
」
を
基
盤
と
し
て
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
２
０
世
紀
の
初
頭
の
西
洋
で
、
人
間
の
「
認
知
」（
も
の
の
見
方
・
考
え
方
）
に
は
、「
言
語
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
・

媒
体
が
決
定
的
な
要
因
と
し
て
働
き
、
す
べ
て
の
科
学
・
学
問
に
お
い
て
も
「
言
語
」
と
い
う
記
号
体
系
は
そ
の
基
本
的
な
基

盤
と
し
て
重
要
な
機
能
・
役
割
・
意
味
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
と
考
え
方
が
広
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
科
学
・

学
問
に
お
い
て
、
こ
の
「
言
語
」
と
「
言
語
学
」
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
・
学
問
に
お
け
る
「
言
語
」
の
意

義
に
つ
い
て
の
考
察
・
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
科
学
の
「
言
語
」
へ
の
関
心
の
高
ま
っ
た
風
潮
が
「
リ
ン
グ
ィ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ン
」（
言
語
論
的
転
回
）
と
呼
ば
れ
た
。
人
間
の
〈
知
能
〉
か
ら
「
理
性
」
へ
の
、
何
十
万
、
何
百
万
年

と
い
う
長
い
進
化
の
過
程
の
ど
こ
か
で
、〈
記
号
〉
と
〈
言
語
〉
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
、「〈
言
語
的
〉
意
識
」
ま
た
は
「〈
言
語

的
〉
知
能
」
が
目
覚
め
、「
言
語
」
の
誕
生
ま
た
は
発
明
へ
の
動
機
が
発
生
し
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
「〈
自
然
的
・
本

能
的
実
際
的
知
能
〉
か
ら
〈
観
念
的
・
概
念
的
言
語
的
理
性
〉
へ
の
進
化
」
は
、
人
類
の
古
代
史
の
ど
こ
か
で
起
こ
っ
た
は
ず

の
「
リ
ン
グ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ン
」（
言
語
論
的
転
回
）
の
結
果
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
人
間
の
高
度
な
〈
知
的
能
力
〉
は
、
先
ず
は
人
が
生
存
の
た
め
に
主
と
し
て
関
わ
る
世
界
の
二
つ
の
領

域
で
誕
生
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
進
化
の
道
を
た
ど
り
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
人
間
の
生
存
の
た
め
の
２
種
類

の
世
界
と
の
関
わ
り
と
は
、
先
ず
第
一
に
「
衣
食
住
」
に
関
す
る
「
物
質
的
生
活
の
再
生
産
」
の
領
域
で
あ
る
。
人
間
が
物
質
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的
生
活
手
段
を
自
ら
生
産
し
、
そ
の
た
め
の
道
具
を
製
作
し
始
め
た
と
き
、
そ
の
労
働
手
段
と
道
具
を
自
ら
考
案
し
、
製
作
し
、

使
用
す
る
〈
技
術
的
・
道
具
的
知
能
〉
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
個
々
・
一
人
一
人
の
力
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

事
態
、
例
え
ば
強
力
な
敵
に
対
す
る
防
衛
、
ま
た
は
マ
ン
モ
ス
の
よ
う
な
強
大
な
猟
獣
の
狩
猟
の
た
め
に
は
「
集
団
の
共
同
の

行
動
・
作
業
」
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
最
低
限
の
意
思
疎
通
、〈
伝
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
知
能
が
有
効

で
あ
る
こ
と
を
人
は
知
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
人
が
経
験
し
た
こ
の
２
種
の
〈
実
際
的
知
能
〉、
つ
ま
り
〈
技
術
的
・
道

具
的
知
能
〉
と
〈
伝
達
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
知
能
〉
が
〈
観
念
的
・
概
念
的
・
言
語
的
知
能
〉
と
相
互
の
密
接
な
関

連
の
う
ち
で
進
化
・
発
達
し
、
や
が
て
総
体
的
に
「〈
言
語
を
媒
体
と
し
て
言
語
の
意
味
と
し
て
の
観
念
・
概
念
を
操
作
・
処

理
す
る
〉
言
語
的
理
性
」
の
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
言
語
」
と
「
言
語
的
知
能
」
が
こ
の
２
種
類
の
知
能
、〈
技
術
的
・
道
具
的
知
能
〉
と
〈
伝
達
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
的
知
能
〉
と
の
相
互
関
連
の
中
で
生
ま
れ
、
進
化
・
発
達
し
た
。
集
団
的
・
社
会
的
な
共
同
行
動
の
た
め
の
、
或
い
は
相
互

理
解
と
合
意
形
成
の
た
め
の
「
伝
達
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
知
能
」
の
進
化
と
発
達
の
た
め
に
は
、
長
い
時
間
を
か
け

た
徐
々
な
進
化
の
過
程
を
経
て
の
、「
言
語
」
と
い
う
記
号
体
系
の
誕
生
ま
た
は
発
明
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。「
言
語
」
能
力
の

発
生
は
、「
伝
達
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
の
進
化
・
発
達
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
み
で
は
な
い
。「
言
語
」
は

人
間
の
「
認
知
能
力
」（
意
識
・
認
識
・
理
解
・
推
論
・
思
考
等
〉
を
担
う
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
と
し
て
、
人
類
の
知
的
生
活
ま

た
は
文
明
を
飛
躍
的
に
進
化
・
発
達
さ
せ
る
原
動
力
で
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。〈
道
具
的
・
技
術
的
知
能
〉と〈
伝
達
的
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
知
能
〉、そ
し
て
人
間
の
〈
実
際
的
知
能
〉
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
〈
言
語
的
知
能
〉
の
進
化
・
発
達
に
よ
っ

て
、
人
類
は
他
の
動
物
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
た
知
能
、「
言
語
」
と
「
理
性
」
と
い
う
人
類
固
有
の
文
明
世
界
へ
の
道
を
確

立
し
た
の
で
あ
る
。
人
間
の
〈
道
具
的
・
技
術
的
知
能
〉
と
〈
伝
達
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
知
能
〉
が
「
理
性
」
の
レ
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ベ
ル
に
ま
で
進
化
・
発
達
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
と
し
て
「
言
語
」
の
誕
生
ま
た
は
発
明
、
言
語
を
作
り
出
し
、

こ
れ
を
使
う
能
力
（
言
語
的
知
能
）
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
言
語
」
を
用
い
て
意
思
を
伝
達
し
、
意
思

疎
通
す
る
能
力
、
即
ち
「
伝
達
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
理
性
」
の
発
生
は
、
人
類
が
知
能
的
に
動
物
の
レ
ベ
ル
か
ら
決

定
的
に
分
化
し
、
人
類
独
自
の
進
化
と
発
展
の
道
を
歩
き
出
し
た
決
定
的
な
瞬
間
で
あ
っ
た
。

１
．
２
．
１
．　
「
言
語
」の
意
味
の
二
面
性（「〈
具
象
的
表
象
と
し
て
の
〉観
念
」と「〈
定
義
づ
け
と
し
て
の
〉概
念
」）、

及
び
「
理
性
ま
た
は
認
知
（
認
識
・
思
考
等
）」
は
言
語
を
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
と
し
、〈
言
語
体
系

の
進
化
・
発
達
に
応
じ
て
〉
進
化
・
発
達
が
可
能
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

―
「〈
理
性
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
・
投
企
さ
れ
た
〉
観
念
に
従
う
人
の
在
り
方
・
生
き
方
」（
設
計
図
・
道

標
と
し
て
の
観
念
）

動
物
や
昆
虫
の
な
か
に
は
、
例
え
ば
そ
の
「
巣
づ
く
り
」
に
あ
た
っ
て
、
か
な
り
精
密
な
作
業
を
行
な
う
種
類
が
多
く
存
在

す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の
動
物
ま
た
は
昆
虫
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
「
本
能
」、
ま
た
は
「〈
遺
伝
子
に
書
き
込

ま
れ
て
い
る
〉
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
従
っ
て
の
行
動
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
「
本
能
」
ま
た
は
「
遺
伝
子
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら

外
れ
た
行
動
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
し
よ
う
な
ど
と
は
思
わ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
人
間
は
、
例
え
ば
そ
の

「
家
作
り
」
に
あ
た
っ
て
は
、そ
の
頭
脳
の
中
で
事
前
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
「
デ
ザ
イ
ン
」、ま
た
は
「
家
の
観
念
」
に
従
っ



18

て
製
作
行
動
を
行
な
う
。
家
作
り
に
限
ら
ず
、
人
間
は
い
か
な
る
製
作
活
動
に
お
い
て
も
、「〈
遺
伝
子
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
〉

本
能
と
い
う
生
得
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
応
じ
る
の
で
は
な
く
、
多
少
な
り
と
も
本
能
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
ら

の
理
性
に
よ
っ
て
自
由
に
構
想
し
、
事
前
に
脳
裏
に
描
い
た
〈
観
念
的
デ
ザ
イ
ン
〉
に
従
っ
て
そ
の
製
作
行
動
を
行
な
う
の
で

あ
る
。
人
の
物
作
り
は
動
物
の
物
作
り
と
は
違
っ
て
、「〈
事
前
に
頭
の
中
で
言
語
的
・
観
念
的
に
デ
ザ
イ
ン
・
投
企
さ
れ
、
措

定
さ
れ
た
〉
目
的
の
観
念
」
を
設
計
図
と
し
て
の
物
作
り
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
動
物
・
昆
虫
の
「
巣
作
り
」
と
人
間
の
大
工
の
「
家
作
り
」
の
違
い
と
し
て
、
既
に
マ
ル
ク
ス
が
そ
の
『
資
本
論
』

の
中
で
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
動
物
の
本
能
的
な
製
作
行
動
と
人
間
の
「
労
働
」
と
い
う
生
産
活
動
の
違

い
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
蜘
蛛
は
織
匠
の
作
業
に
似
た
作
業
を
す
る
し
、
蜜
蜂
は
蝋
房
の
構
造
に
よ
っ
て
多
く
の
人

間
の
大
工
を
顔
色
な
か
ら
し
め
る
。
だ
が
元
来
、
最
低
の
大
工
で
も
、
最
良
の
蜜
蜂
に
ま
さ
っ
て
い
る
ゆ
え
ん
は
、
大
工
の
方

は
蜜
房
を
、
蝋
で
作
る
よ
り
前
に
、
頭
の
中
で
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
労
働
過
程
の
初
め
に
既
に
労
働
者
の
頭
の
中
に
、

し
た
が
っ
て
既
に
観
念
的
に
存
在
し
て
い
た
も
の
が
、
労
働
過
程
の
終
わ
り
に
結
果
と
し
て
出
て
く
る
の
だ
」（『
資
本
論
』
第

一
巻
、
第
三
篇
、
第
五
章
、
第
一
節
、
世
界
の
名
著
４
３
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
４
８
年
２
月
、
初
版
、
２
１
８
頁
）。

し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
、
人
間
の
「
物
作
り
」
に
限
ら
な
い
。
人
間
は
そ
の
〈
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動
の
仕
方
・
生

き
方
〉
に
関
し
て
、「
本
能
と
遺
伝
子
」
の
支
配
か
ら
多
少
な
り
と
も
解
放
さ
れ
、
自
ら
の
「
精
神
・
心
」
に
従
っ
て
〈
自
由
〉

に
デ
ザ
イ
ン
・
構
想
し
、事
前
に
〈
観
念
的
デ
ザ
イ
ン
〉
を
作
り
出
し
、こ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
の
「
も

の
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動
の
仕
方
・
生
き
方
」
に
関
す
る
、「〈
自
然
的
必
然
性
〉
か
ら
の
自
由
」、「〈
本
能
的
・
遺
伝
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
〉か
ら
の
自
由
」は
、理
性
の
媒
体
で
あ
る「
言
語
」と「
観
念
」の
力
に
負
う
て
い
る
の
で
あ
る
。「
言
語
」と「
観
念
」は
、

「〈
自
然
・
本
能
の
支
配
か
ら
の
〉
精
神
・
心
の
自
由
」
の
基
盤
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
は
「〈
自
然
・
現
実
か
ら
自
由
な
〉
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言
語
・
観
念
の
世
界
」
を
具
え
て
お
り
、「〈
自
然
と
現
実
に
は
実
在
し
な
い
〉
言
語
・
観
念
の
世
界
」
を
頭
の
中
で
「
自
由
に

デ
ザ
イ
ン
・
投
企
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
言
語
」
の
発
生
・
発
達
と
共
に
「
理
性
」
が
発
生
・
発
達
し
、「
認
知
」
能
力
（
認
識
・
理
解
・
判
断
・
解
釈
・
推
論
・
思
考
）

の
高
度
な
進
化
・
発
達
を
可
能
に
し
た
。
例
え
ば
、
或
る
感
覚
・
知
覚
的
経
験
を
〈
馬
〉
な
ら
「
馬
」、〈
家
〉
な
ら
「
家
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
と
し
て
意
識
し
た
と
き
、
そ
の
時
に
そ
れ
ぞ
れ
「
馬
の
認
識
」、「
家
の
認
識
」
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
の
「
認
識
」
は
、「
特
定
人
物
」
と
し
て
の
自
分
の
飼
い
主
の
「
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
」
を
も
ち
得
る
「
犬
」
の
よ
う
に
、

動
物
に
も
起
こ
り
得
る
「
認
識
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
間
の
場
合
に
は
、
感
覚
・
知
覚
的
経
験
が
た
だ
単
に
ア
ナ
ロ
グ

的
に
〈
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
〉
化
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
記
憶
さ
れ
、
意
識
さ
れ
て
「
観
念
」
化
さ
れ
、
更
に
は
同
時
に
デ
ジ
タ

ル
的
に
「
言
語
」
化
さ
れ
、「
言
語
的
観
念
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、動
物
の
認
識
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て
、「〈
抽
象
性
・

階
層
性
・
複
雑
性
・
繊
細
性
と
い
う
点
で
〉
理
性
的
・
合
理
的
に
高
度
化
さ
れ
た
認
識
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更

に
「〈
人
間
の
言
語
化
さ
れ
た
〉
認
識
」
の
場
合
に
は
、
馬
な
ら
「
馬
」、
家
な
ら
「
家
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
〈
種
に
共
通
な
特
性
〉
を
抽
出
し
て
、
そ
の
〈
共
通
の
特
性
〉
を
も
っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
を
「
同
類
」
と
し
て
ま
と

め
、「
馬
」
ま
た
は
「
家
」
と
一
般
化
し
て
扱
う
「〈
概
念
〉
化
」
が
可
能
に
な
る
。
人
の
「
認
知
」
能
力
（
認
識
・
理
解
・
判
断
・

解
釈
・
推
論
・
思
考
）
は
、「
デ
ジ
タ
ル
的
言
語
記
号
」
に
媒
介
さ
れ
、「
言
語
的
理
性
」
の
進
化
・
発
達
と
並
行
し
て
、
そ
の

言
語
体
系
の
進
化
・
発
達
に
応
じ
て
高
度
な
進
化
・
発
達
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２
０
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
認
知
心
理
学
者
Ｕ
．
ナ
イ
サ
ー
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
現
実
に
つ
い
て
知
る
も
の
は
何
で
も
、
感
覚
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的
器
官
に
依
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
感
覚
情
報
を
解
釈
し
た
り
、
再
解
釈
し
た
り
す
る
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ

て
い
る
」（『
認
知
心
理
学
』
誠
信
書
房
、
１
９
８
１
年
４
月
、
第
１
刷
、
３
頁
）、
と
、
感
覚
的
知
覚
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る

動
物
の
「〈
ア
ナ
ロ
グ
的
な
〉
感
覚
的
認
知
」
と
、
言
語
に
よ
る
人
間
の
理
性
的
な
「〈
デ
ジ
タ
ル
的
・
言
語
的
な
〉
観
念
的
・

概
念
的
認
識
」と
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
。こ
の「〈
感
覚
情
報
を
解
釈
し
た
り
、再
解
釈
し
た
り
す
る
〉複
雑
な
シ
ス
テ
ム
」が
、

「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
私
た
ち
の
認
識
能
力
の
中
核
的
器
官
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る

知
能
の
働
き
・
機
能
の
〈
複
雑
さ
、
精
巧
さ
、
深
さ
、
強
さ
、
柔
軟
さ
、
そ
し
て
創
造
性
〉
は
、
こ
の
理
性
の
基
盤
を
成
し
て

い
る
「
言
語
」
の
そ
れ
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
可
能
に
成
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
理
性
」
に
基
づ
く
人
類
の
文
明
の
進
化

と
発
達
の
す
べ
て
は
、「〈
感
覚
運
動
的
な
〉
ア
ナ
ロ
グ
的
動
物
的
知
能
」
か
ら
「〈
言
語
的
・
概
念
的
な
〉
デ
ジ
タ
ル
的
人
間

的
理
性
」
へ
の
〈
リ
ン
グ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ー
ン
〉（
言
語
論
的
転
回
）
に
よ
っ
て
人
類
の
歴
史
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
意
識
の
対
象
で
も
あ
り
内
容
で
も
あ
る
、
世
界
・
現
実
の
印
象
・
心
象
・
表
象
、
ま
た
は
経
験
が
意
識
さ
れ
、
記

憶
さ
れ
た
と
き
、私
た
ち
は
そ
の
〈
意
識
さ
れ
た
経
験
・
表
象
〉
を
「
観
念
」
と
呼
ぶ
。
私
た
ち
の
脳
裏
に
思
い
浮
か
べ
る
〈
イ

メ
ー
ジ
〉
ま
た
は
〈
心
象
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
１
７
世
紀
か
ら
１
８
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
は
、「
観

念
」
は
私
た
ち
の
「〈
外
面
的
世
界
〉
の
経
験
」、
ま
た
は
「〈
内
面
的
世
界
〉
の
経
験
」
に
由
来
す
る
と
い
う
。「
ど
の
よ
う
に

し
て
心
は
観
念
を
具
え
る
よ
う
に
な
る
か
。
人
間
の
忙
し
く
果
て
し
な
い
心
想
が
ほ
と
ん
ど
限
り
な
く
心
へ
多
様
に
描
い
て
き

た
、
あ
の
膨
大
な
観
念
の
蓄
え
を
心
は
何
処
か
ら
得
る
か
。
何
処
か
ら
心
は
理
知
的
推
理
と
知
識
の
す
べ
て
の
材
料
を
我
が
物

に
す
る
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
は
一
語
で
〈
経
験
〉
か
ら
と
答
え
る
。
こ
の
経
験
に
私
た
ち
の
知
識
は
根
底
を
も
ち
、
こ
の

経
験
か
ら
一
切
の
知
識
は
究
極
的
に
由
来
す
る
。
外
的
可
感
的
事
物
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
観
察
に
せ
よ
、
私
た
ち
が
自
ら
知
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覚
し
、
内
省
す
る
心
の
内
的
作
用
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
る
観
察
に
せ
よ
、
私
た
ち
の
〈
観
察
〉
こ
そ
、
私
た
ち
の
知
性
・
理
性

へ
思
考
の
全
材
料
を
供
給
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
、（
経
験
と
観
察
）
が
知
識
の
源
泉
で
、
私
た
ち
の
も
つ
観
念
、

あ
る
い
は（
本
性
上
）自
然
に
も
つ
こ
と
の
で
き
る
観
念
は
す
べ
て
こ
の
源
泉
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
」（『
人
間
知
性
論
』（
一
）。

岩
波
文
庫
、
２
０
０
４
年
７
月
、
第
８
刷
、
１
３
４
頁
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
物
・
事
の
本
質
的
な
特
徴
、
つ
ま
り
、「
家
と
は
何
か
」、「
善
と
は
何
か
」
を
説
明
し
、
定
義
で
き

る
特
徴
、
そ
の
物
・
事
の
本
質
的
な
特
徴
を
共
通
に
も
っ
て
い
る
物
・
事
を
、
一
括
し
て
指
し
示
す
の
が
〈
概
念
〉
で
あ
る
。「
概

念
」
は
、「
観
念
」
の
よ
う
な
直
観
的
具
象
性
を
も
つ
表
象
で
は
な
く
、
経
験
さ
れ
る
多
く
の
物
・
事
に
共
通
の
特
徴
を
抽
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
・
事
に
偶
然
的
に
属
し
て
い
る
性
質
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
・
事
の
本
質
を
捉
え
る
〈
抽
象
的
で
一

般
的
な
定
義
特
長
〉
と
し
て
「
概
念
」
が
成
立
す
る
。「
家
の
観
念
」
と
か
「
善
の
観
念
」
と
言
う
と
、〈
家
〉
や
〈
善
〉
に
つ

い
て
思
い
浮
か
べ
る
「
イ
メ
ー
ジ
・
心
象
」
を
指
す
。「
家
の
概
念
」
と
か
「
善
の
概
念
」
と
言
う
と
、〈
家
〉
と
は
何
か
、〈
善
〉

と
は
何
か
と
い
う
、
そ
の
物
・
事
の
性
質
に
応
じ
て
物
理
的
、
建
築
学
的
、
哲
学
的
、
心
理
学
的
な
「
定
義
」
を
考
え
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、「
私
の
家
は
和
洋
折
衷
で
す
」
の
「
家
」
は
「
観
念
」
で
あ
り
、「
和
風
・
洋
風
の
家
の
違
い
は
、
先
ず
そ
の
建

築
材
料
の
違
い
に
あ
り
ま
す
」
の
「
家
」
は
「
概
念
」
で
あ
る
。「
彼
は
一
日
一
善
を
実
行
し
て
い
ま
す
」
の
「
善
」
は
「
観
念
」

で
あ
り
、「
善
は
人
生
の
窮
極
的
目
的
で
あ
る
」
の
「
善
」
は
「
概
念
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

私
た
ち
人
間
は
、動
物
と
は
異
な
っ
て
、「
観
念
」
と
「
概
念
」
を
〈
言
語
化
〉
し
、〈
デ
ジ
タ
ル
化
〉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
伝

達
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
と
〈
認
識
・
思
考
〉
の
働
き
に
関
し
て
大
き
な
効
用
性
と
利
便
性
を
獲
得
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

人
間
・
人
類
固
有
の
文
明
・
文
化
を
切
り
拓
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
「
言
語
の
効
用
性
と
利
便
性
」
は
、「
言
語
」
は
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必
要
に
応
じ
て
、
時
に
は
〈
観
念
〉
を
表
わ
す
記
号
を
提
供
し
、
時
に
は
〈
概
念
〉
を
表
わ
す
記
号
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。

「
言
語
」
は
〈
観
念
〉
と
〈
概
念
〉
と
の
二
面
性
を
も
っ
て
お
り
、そ
の
使
い
方
に
よ
っ
て
、あ
る
時
は
あ
る
「〈
特
定
な
物
・
事
〉

の
観
念
」
を
表
わ
し
、
あ
る
時
は
「〈
物
・
事
の
一
般
的
な
〉
概
念
」
を
表
わ
す
。
人
類
の
文
明
と
文
化
の
進
化
・
発
達
の
た

め
に
、
特
に
大
き
な
効
用
性
と
利
便
性
を
提
供
し
た
の
は
、
物
事
の
本
質
の
〈
定
義
特
性
〉
に
よ
っ
て
、
物
事
を
類
別
し
て
一

般
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
、「〈
概
念
記
号
〉
と
し
て
の
言
語
」
で
あ
る
。

人
は
「
言
語
」
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
「
言
語
」
と
共
に
「
観
念
」
を
構
想
し
、「
概
念
」
を
構
築
し
、
そ
の
「
観
念
・
概

念
」
を
組
み
合
わ
せ
て
理
念
・
思
想
・
理
論
を
構
築
す
る
。
例
え
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
「
善
」
の
概
念
を
中
心
に
、
プ
ラ
ト
ン

は
「
イ
デ
ア
」
の
概
念
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
礎
的
概
念
の
セ
ッ
ト
を
考
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
哲
学
の
世
界
を
構
築
し
た
。

１
７
～
１
８
世
紀
の
西
洋
の
近
代
へ
の
入
口
で
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
「
万
有
引
力
」
の
概
念
に
基
づ
い
て
、
近
代
の
物
理
学
と
科

学
的
宇
宙
観
を
確
立
し
た
。
１
９
世
紀
の
西
洋
で
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
、
資
本
、
剰
余
価
値
、
利
潤
、
階
級
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
な
ど
の
概
念
を
考
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い
経
済
学
の
理
論
と
新
し
い
社
会
観
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
１
９

～
２
０
世
紀
の
現
代
へ
の
入
口
で
、
人
間
の
「
意
識
」
の
概
念
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
、
人
間
の
精
神
・
心
の
解
明
に
取
り
組

ん
で
き
た
旧
来
の
心
理
学
・
精
神
科
学
に
対
し
て
、
フ
ロ
イ
ト
は
「
無
意
識
」
の
概
念
を
発
見
し
、
こ
の
無
意
識
の
概
念
に
基

づ
い
て
、
精
神
分
析
、
深
層
心
理
、
潜
在
意
識
、
抑
圧
、
心
的
外
傷
、
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、
リ
ビ
ド
ー
な
ど
、

新
し
い
概
念
・
言
語
の
発
見
ま
た
は
発
明
に
よ
っ
て
、
画
期
的
な
新
し
い
「
精
神
・
心
の
見
方
・
考
え
方
」
を
開
示
し
た
の
で

あ
る
。

そ
し
て
、「〈
本
能
的
・
遺
伝
子
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
自
由
な
〉
言
語
と
理
性
」
に
基
づ
い
て
、「
理
性
」
と
「
認
知
」
の
〈
自

己
拡
張
可
能
性
ま
た
は
創
造
性
〉
と
「
言
語
」
の
〈
自
己
拡
張
可
能
性
ま
た
は
創
造
性
〉
が
互
い
に
補
足
し
合
い
、補
強
し
合
っ
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て
、
互
い
に
進
化
し
、
発
達
し
合
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

１
．
２
．
２
．　
「〈
理
性
に
よ
っ
て
自
ら
デ
ザ
イ
ン
・
投
企
し
た
観
念
に
よ
っ
て
在
り
・
生
き
・
動
か
さ
れ
る
〉
人

間
の
観
念
感
受
性
」、
及
び
人
間
と
動
物
の
違
い
を
示
す
「〈
道
徳
・
倫
理
な
ど
の
〉
観
念
の
質
の

高
さ

　
　
　
　
　
　
　

―
「〈
言
語
と
認
知
・
理
性
の
創
造
性
を
保
証
す
る
〉
レ
ト
リ
ッ
ク
・
修
辞
法
」、「〈
理
性
に
よ
り
デ
ザ
イ

ン
・
投
企
さ
れ
る
〉
存
在
す
る
も
の
の
存
在
の
窮
極
的
目
的
」、
及
び
「〈
目
的
に
応
じ
る
〉
存
在
す
る
も

の
の
存
在
の
価
値
・
意
味
」

人
間
・
人
類
の
知
能
が
感
覚
的
レ
ベ
ル
か
ら
理
性
的
レ
ベ
ル
へ
の
高
度
化
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、知
能
の
メ
デ
ィ
ア
・
媒
体
、

ま
た
は
知
能
の
道
具
・
手
段
と
し
て
の
「
言
語
」
が
発
明
さ
れ
、
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
「
言
語
」
が
発
明
さ
れ
、
誕

生
し
た
後
、「
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
間
・
人
類
の
知
能
は
、
言
語
体
系
の
進
化
・
発
達
と
共
に
進
化
・
発
達
し
、

こ
の
理
性
の
進
化
・
発
達
が
同
時
に
言
語
体
系
の
進
化
・
発
達
を
呼
び
起
こ
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
理
性
」
と

相
互
啓
発
の
関
係
に
あ
る
「
言
語
」
は
、
そ
の
固
有
の
語
彙
規
則
・
文
法
規
則
・
構
文
規
則
な
ど
の
言
語
規
則
、
及
び
レ
ト
リ
ッ

ク
・
修
辞
法
と
い
う
言
語
技
法
に
よ
っ
て
、
自
己
拡
張
・
創
造
を
図
り
、
言
語
体
系
の
進
化
・
発
達
を
実
現
し
て
き
た
。

人
間
・
人
類
の
知
能
レ
ベ
ル
が
動
物
の
そ
れ
か
ら
決
定
的
に
分
化
し
、
人
間
・
人
類
固
有
の
文
明
へ
の
道
を
拓
い
た
の
は
、
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人
間
・
人
類
の
「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動
の
仕
方
・
生
き
方
」
が
、
本
能
・
遺
伝
子
の
直
接
的
な
支
配
か
ら
自
由
に
、〈
言

語
〉
媒
体
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、「〈
言
語
に
よ
っ
て
本
能
・
遺
伝
子
か
ら
自
由
に
な
っ

た
〉
言
語
的
理
性
」
に
よ
る
の
で
あ
る
。

人
間
の
行
動
は
、
動
物
の
行
動
の
場
合
と
は
異
な
り
、
遺
伝
子
に
組
み
込
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
直
接
的
・
本
能
的

に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、「
言
語
」
を
媒
体
と
し
て
行
為
者
の
頭
脳
の
中
で
描
き
出
さ
れ
る
、〈
観
念
的
デ
ザ
イ
ン
〉
を
「
設
計

図
」
ま
た
は
「
道
標
」
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
〈
観
念
的
デ
ザ
イ
ン
〉
は
、
観
念
の
〈
言
語
〉
記

号
化
に
よ
っ
て
間
接
的
に
操
作
・
制
御
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
理
性
」
に
よ
っ
て
操
作
・
制
御
す
る
余
地
、

つ
ま
り
〈
自
由
〉
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。「
言
語
」
と
い
う
人
類
の
最
高
級
の
発
明
品
の
媒
介
力
に
よ
っ
て
、人
間
は
そ
の
「
認

識
・
意
識
・
理
解
・
判
断
・
思
考
等
」
の
認
知
の
諸
活
動
に
お
い
て
限
り
な
い
〈
拡
張
〉
の
可
能
性
、
そ
し
て
「〈
精
神
・
心

の
〉
自
由
」
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「〈
言
語
の
表
現
技
法
で
あ
る
〉
レ
ト
リ
ッ
ク
・
修
辞
技
法
」
に
は
、「〈
言

語
〉
の
限
り
な
い
拡
張
の
可
能
性
」
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、「
理
性
の
拡
張
性
・
創
造
性
」、「〈
精
神
・
心
の
〉
自

由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
実
ま
た
は
経
験
に
対
応
す
る
「
言
語
」
の
〈
対
応
力
〉
と
〈
適
応
力
〉
で
あ
る
「
レ
ト
リ
ッ
ク
・
修
辞
法
」
は
、限
り
な
い
〈
柔

軟
性
〉
と
〈
創
造
力
〉
を
も
っ
て
お
り
、こ
の
「
言
語
」
の
「〈
現
実
・
経
験
に
対
す
る
対
応
力
・
適
応
力
で
あ
る
〉
レ
ト
リ
ッ
ク
・

修
辞
法
」
に
よ
っ
て
、
人
間
の
理
性
・
精
神
、
人
間
の
思
考
・
思
惟
は
そ
の
機
能
に
お
い
て
限
り
な
い
「
拡
張
性
・
創
造
性
」、〈
高

度
化
・
多
様
化
・
複
雑
化
・
抽
象
化
〉
の
可
能
性
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
人
類
の
発
明
品
で
あ
る
「
言
語
」
は
、
た

だ
人
間
の「
社
会
的
行
動
」の
た
め
の
媒
体
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
有
効
な
働
き
を
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。「
言
語
」の
構
造
の〈
分

節
性
〉
と
〈
文
法
性
〉
に
よ
っ
て
、〈
拡
張
可
能
性
〉
ま
た
は
〈
創
造
性
〉
に
富
ん
だ
「
認
知
」（
認
識
・
理
解
・
判
断
・
意
識
・



第一章　人間・人類の類的特性としての「言語」と「理性」

25

思
考
等
）
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

物
を
作
り
出
す
製
作
行
動
に
限
ら
ず
、
人
が
何
か
行
動
す
る
場
合
は
、
動
物
の
場
合
の
よ
う
に
遺
伝
子
に
書
き
込
ま
れ
て
い

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、
本
能
的
に
行
動
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、「
目
的
」
と
し
て
行
為
者
の
頭
脳
の
中
に
描
か
れ
て
い
る

何
ら
か
の
「
観
念
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
、そ
の
行
動
が
生
ま
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、人
間
の
行
動
は
、人
が
考
え
出
す
「
観
念
」

を
設
計
図
ま
た
は
道
標
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
ま
で
を
洞
察
し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本

論
』
で
の
人
間
の
「
生
産
活
動
」
に
つ
い
て
の
そ
の
論
述
に
お
い
て
、「
本
能
に
よ
っ
て
」
の
み
で
な
く
、
ま
た
「
観
念
に
よ
っ

て
動
か
さ
れ
る
人
間
」と
い
う
事
実
を
間
違
い
な
く
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。つ
ま
り
、人
間
の
製
作
行
動
に
は
何
ら
か
の「
観

念
」
が
〈
設
計
図
〉
と
し
て
意
識
さ
れ
、
そ
の
生
き
方
に
は
何
ら
か
の
「
観
念
」
が
〈
人
生
の
道
標
〉
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
人
の
行
動
の
動
因
に
な
る
「
観
念
」
は
、
人
の
行
動
の
「
目
的
」
の
意
識
に
関
連
す
る
観
念
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。「
労
働
者
は
自
然
を
変
形
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
い
。
同
時
に
、
自
然
の
う
ち
に
自
分
の
目
的

を
実
現
さ
せ
る
の
だ
。
そ
の
目
的
は
彼
の
知
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
行
動
を
律
し
、
さ
ら
に
、
彼
の
意
志
を
そ
れ
に
従

わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
意
志
を
従
わ
せ
る
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
。
労
働
す
る
器
官
の
緊
張
の
ほ
か

に
、
注
意
力
と
し
て
現
わ
れ
る
合
目
的
意
志
が
、
労
働
の
全
継
続
期
間
に
わ
た
っ
て
必
要
な
の
だ
。
し
か
も
こ
の
合
目
的
意
志

は
、
労
働
の
内
容
と
そ
の
仕
方
が
、
労
働
者
に
と
っ
て
魅
力
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
し
た
が
っ
て
労
働
者
が
労
働
を
自

分
の
肉
体
的
精
神
的
な
活
動
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
の
だ
」（
マ
ル
ク

ス
／
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
資
本
論
』
中
央
公
論
社
、
世
界
の
名
著
４
３
、２
１
８
頁
）。
人
間
の
「
物
を
作
る
行
動
」、
制
作
活
動
と



26

し
て
の
「
労
働
」
は
、
或
る
何
ら
か
の
「〈
目
的
〉
の
観
念
」
に
動
機
づ
け
ら
れ
、
制
御
さ
れ
る
「〈
合
目
的
〉
的
行
動
」
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
、
人
の
生
存
の
「
窮
極
的
目
的
」
は
何
か
、
―
人
は
人
生
の
窮
極
の
目
的
を
知
る
と
、
こ
の

目
的
に
従
っ
て
自
ら
の
経
験
の
価
値
を
知
り
、意
味
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
人
は
「
合
目
的
性
」
の
原
則
に
従
っ
て
も
の
を
見
、

も
の
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
人
間
も
他
の
動
物
と
同
様
に
、
基
本
的
に
は
「
個
体
と
種
の
保
存
」
と
い
う
、「
生
物
的
・
本
能

的
な
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
目
的
」
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
は
言
語
的
・
観
念
的
に
〈
目
的
〉
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
・

投
企
・
構
想
し
、
世
界
を
〈
合
目
的
〉
化
し
て
、〈
合
目
的
〉
的
に
生
き
る
よ
う
に
な
る
。
言
語
的
・
観
念
的
に
「
目
的
」
を

デ
ザ
イ
ン
・
投
企
・
構
想
し
、
こ
の
「〈
目
的
の
〉
観
念
」
に
従
っ
て
行
動
し
、
生
き
る
こ
と
に
、
人
間
と
動
物
の
「
行
動
の

仕
方
・
生
き
方
」
の
決
定
的
な
本
質
的
差
異
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
も
そ
の
論
文
『
猿
の
人
類
化
へ
の
労
働
の
関
与
』
で
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
要
す
る
に
、
動
物
は
た
だ
外
的
自

然
を
利
用
す
る
だ
け
で
あ
り
、
単
に
自
己
の
存
在
に
よ
っ
て
自
然
の
う
ち
に
変
化
を
起
こ
す
に
過
ぎ
な
い
。
人
間
は
自
己
の
変

化
に
よ
っ
て
、
自
己
の
目
的
に
自
然
を
従
わ
し
め
、
自
然
を
支
配
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
人
間
と
自
余
の
動
物
と
の
最
終
の
本

質
的
差
異
で
あ
り
、
こ
の
差
異
を
惹
起
す
る
も
の
は
や
は
り
労
働
で
あ
る
」（『
唯
物
史
観
』、
向
坂
・
岡
崎
編
訳
、
大
月
書
店
）。

人
間
は
「
自
己
の
目
的
」
を
「
観
念
・
理
念
」
の
形
で
デ
ザ
イ
ン
・
投
企
・
構
想
し
、
世
界
を
そ
の
「
目
的
」
に
合
わ
せ
て
〈
合

目
的
化
〉
し
、す
べ
て
の
物
事
を
こ
の
目
的
に
合
わ
せ
て
〈
価
値
化
〉
し
、そ
し
て
そ
の
目
的
と
価
値
に
従
っ
て
〈
意
味
化
〉
し
、

〈
秩
序
づ
け
る
〉
の
で
あ
る
。
人
間
は
、「
個
体
と
種
の
保
存
」
に
関
す
る
本
能
的
・
遺
伝
子
的
意
味
を
超
え
て
、「〈
言
語
的
に

可
想
的
で
観
念
的
な
〉
意
味
の
世
界
」、「
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
」
を
創
り
出
し
、
そ
こ
に
生
き
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
世
界
と
人
生
を
〈
合
目
的
化
〉
し
、〈
価
値
化
〉
し
、〈
意
味
づ
け
〉
し
、
そ
し
て
〈
秩
序
づ
け
る
〉
と
い
う

「
理
性
」
の
働
き
は
、
そ
も
そ
も
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
「〈
哲
学
と
い
う
〉
も
の
の
見
方
・
考
え
方
」
が
生
ま
れ
て
以
来
、
西
洋
の

「
理
性
」
の
歴
史
、
西
洋
の
知
識
人
・
思
想
人
の
歴
史
と
共
に
進
化
し
、
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
西
洋
の

知
識
人
・
思
想
人
の
大
先
覚
で
あ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
／
プ
ラ
ト
ン
は
、「
人
の
生
存
の
窮
極
的
な
目
的
は
何
か
」
を
考
え
、こ
の
「
目

的
」
を
追
究
す
る
こ
と
に
〈
人
生
の
意
味
〉
を
見
出
し
た
。「
人
生
の
窮
極
的
な
目
的
」
を
見
出
し
た
な
ら
、人
は
こ
の
「
目
的
」

の
追
求
に
合
わ
せ
て
「
自
己
実
現
」
を
図
る
こ
と
に
な
る
。
人
は
こ
の
「〈
人
生
の
〉
窮
極
的
な
目
的
」
に
合
わ
せ
て
自
ら
の

世
界
と
人
生
を
〈
合
目
的
化
〉
し
、〈
意
味
化
〉
し
、〈
秩
序
づ
け
〉
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
。
単
に
肉
体
的
な
「
個
と
種
の
保
存
」

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、「
自
己
実
現
と
し
て
の
人
生
」
を
生
き
る
の
で
あ
る
。
人
は
こ
の
よ
う
に
特
定
の
「〈
目
的
〉
の
観
念
」

を
基
盤
に
し
て
「〈
価
値
づ
け
ら
れ
、意
味
づ
け
ら
れ
、秩
序
づ
け
ら
れ
た
〉
世
界
」
の
中
で
、「〈
価
値
づ
け
ら
れ
、意
味
の
あ
る
〉

生
」
を
生
き
、「〈
価
値
づ
け
ら
れ
、
意
味
の
あ
る
〉
死
」
を
死
ぬ
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
古
典
学
者
Ｒ
．
Ｓ
．
ブ
ラ
ッ
ク
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
の
基
礎
に
置
か
れ
た
の
は
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
抱
い
て
い
た
確
信
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
世
界
に
は
一
つ
の
目
的
が
存
在
す
る
こ
と
、
人
は
こ
の
目
的
の
本

性
お
よ
び
そ
れ
と
彼
自
身
と
の
関
連
の
発
見
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
一
旦
そ
れ
を
発
見
し
た
な
ら
ば
、
そ
の

人
は
自
分
の
生
き
方
を
そ
れ
に
一
致
さ
せ
る
よ
う
望
む
で
あ
ろ
う
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
目
標
あ
る
い
は
窮
極
的
か
つ
恒

久
的
な
真
理
を
、
プ
ラ
ト
ン
は
唯
一
の
確
実
な
行
為
の
指
針
と
考
え
た
」（『
プ
ラ
ト
ン
入
門
』
岩
波
文
庫
、
２
０
０
２
年
１
１

月
、
第
８
刷
、
４
７
頁
）。「〈
存
在
す
る
も
の
の
存
在
〉
の
目
的
」
は
、
西
洋
の
理
性
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
「
哲
学
」
が
、

長
年
に
わ
た
っ
て
問
い
続
け
た
主
題
で
あ
っ
た
。
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学
習
の
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
猿
類
や
犬
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ビ
ー
バ
ー
や
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
多
く
の

動
物
や
昆
虫
が
、
特
に
そ
の
優
れ
た
「
巣
作
り
」
の
能
力
に
つ
い
て
の
観
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
動
物
や

昆
虫
の
知
的
能
力
に
つ
い
て
は
、「
本
能
・
遺
伝
子
」、「
自
然
的
衝
動
」、「
遺
伝
子
情
報
」
な
ど
の
概
念
で
説
明
さ
れ
て
き
た
。

動
物
は
「
本
能
・
遺
伝
子
」
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
、
処
理
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
間
の
場
合
に
は
、
関
心
、
注
意
、
記
憶
、

連
想
、想
像
、推
論
、思
考
な
ど
の
「
認
知
」
諸
能
力
か
ら
成
る
「
意
識
」、ま
た
は
そ
れ
ら
「
認
知
」
諸
機
能
を
統
合
す
る
「
理

性
」
の
働
き
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
人
間
は
先
験
的
認
知
能
力
と
し
て
「
意
識
」
と
「
理
性
」
を
具
え
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
問
題
を
解
決
し
、
処
理
す
る
。
動
物
は
「
本
能
」
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し
、
処
理
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
と
動
物
の

違
い
を
「
意
識
と
理
性
」
の
有
無
に
求
め
る
と
い
う
、
単
純
な
割
り
切
り
方
に
つ
い
て
は
、
１
９
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
進
化
論

の
創
始
者
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
重
大
な
異
論
を
呈
し
て
い
る
。

「
最
近
刊
行
さ
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
論
文
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
動
物
は
抽
象
力
と
か
一
般
的
概
念
を
形
成
す
る
能
力
を
全
く

欠
い
て
い
る
と
仮
定
す
る
点
に
、
最
も
大
き
な
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
あ
る
イ
ヌ
が
遠
く
に
別
の
イ
ヌ
を

見
て
、
抽
象
的
に
そ
れ
が
イ
ヌ
で
あ
る
と
知
覚
し
て
い
る
な
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
も
し
そ
の
イ
ヌ
が
友
だ
ち
で
あ
る
な
ら
ば
、
近
づ
く
と
急
に
態
度
が
す
っ
か
り
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
最
近
あ
る
著
者

は
、
こ
の
よ
う
な
す
べ
て
の
場
合
に
、
精
神
的
な
行
為
が
人
間
と
動
物
と
で
は
本
質
的
に
同
じ
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
、
断

定
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
の
臆
測
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
も
し
人
間
と
動
物
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
、
自
分
の
感

覚
で
知
覚
す
る
も
の
を
精
神
的
概
念
の
せ
い
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
両
方
と
も
が
そ
う
な
の
だ
」（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
『
人
類
の
起
源
』

中
央
公
論
社
、
世
界
の
名
著
３
９
、
第
一
部
、
第
三
章
、
昭
和
４
２
年
９
月
、
１
４
４
頁
）。

感
覚
・
知
覚
能
力
が
具
え
て
い
る
「
観
念
・
概
念
の
セ
ッ
ト
」
に
よ
っ
て
も
の
を
認
識
す
る
と
い
う
点
で
、
人
間
と
動
物
に
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違
い
は
な
い
。
動
物
も
人
間
と
同
様
に
「
抽
象
能
力
」
と
「
一
般
的
概
念
を
形
成
す
る
能
力
」
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
動
物
の
行
動
に
関
す
る
経
験
か
ら
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
間
と
動
物
と
を
分
か
ち
、
区
別
さ
せ
る

の
は
、「〈
意
識
〉
の
有
無
」、「〈
観
念
・
概
念
〉
の
有
無
」
で
は
な
く
、「〈
意
識
の
発
達
の
〉
程
度
の
違
い
」
で
あ
る
、
と
ダ
ー

ウ
ィ
ン
は
言
う
の
で
あ
る
。「
高
等
な
動
物
が
、
記
憶
力
、
注
意
力
、
連
想
力
、
そ
し
て
い
く
ら
か
の
想
像
力
や
理
性
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
種
々
の
動
物
の
間
で
大
い
に
異
な
る
こ
れ
ら
の
能
力
が
、
も
し
改
善
さ

れ
う
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
よ
り
高
次
な
抽
象
的
概
念
や
自
意
識
の
よ
う
な
、
も
っ
と
複
雑
な
能
力
は
、
よ
り
単
純
な
能
力

が
発
達
し
た
り
、
そ
れ
ら
が
結
合
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
進
化
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
不
可
能
な

推
論
の
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
」（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
上
掲
書
、
１
４
５
頁
）。

「
す
ぐ
れ
た
記
憶
力
と
、
彼
の
夢
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
た
よ
う
な
、
何
ら
か
の
想
像
力
と
を
持
つ
一
頭
の
年
老
い
た
イ
ヌ
が
、

昔
猟
で
獲
物
を
追
跡
中
に
感
じ
た
楽
し
み
や
苦
痛
を
、
決
し
て
思
い
出
し
た
り
し
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
、
ど
う
し
て
分
か

る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
一
種
の
自
意
識
で
あ
ろ
う
」。
し
か
し
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
こ
こ
で
、
人
間
と
動
物
の
「
意
識
」、

「
観
念
・
概
念
」
の
決
定
的
な
質
的
違
い
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。「
も
し
、
動
物
が
、
自
分
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
、
ど
こ
に
行

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
生
と
は
何
か
、
死
と
は
何
か
、
等
々
の
事
柄
を
思
い
案
ず
る
こ
と
が
、
自
意
識
と
い
う
用

語
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
動
物
は
自
意
識
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
何
の
抵
抗
も
な
し
に
認
め
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
」（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
上
掲
書
、
１
４
５
頁
）。

動
物
が
記
憶
や
想
像
な
ど
か
ら
成
る
「
意
識
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
人
間
は
、
動
物
に
は
あ
り
得
な

い
よ
う
な
「
意
識
内
容
」
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
意
識
」
で
は
、
あ
る
種
の
〈
高
度
な
観
念
〉
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
人
間
の
「
意
識
」
と
動
物
の
〈
意
識
〉
の
比
較
に
お
い
て
、
人
間
の
「
意
識
」
で
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重
要
な
役
割
を
演
じ
る
「〈
道
徳
〉
観
念
」
を
挙
げ
て
い
る
。「
私
は
、
人
間
と
人
間
よ
り
下
等
な
動
物
と
の
違
い
の
中
で
、〈
道

徳
観
念
〉
あ
る
い
は
〈
良
心
〉
が
、き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
著
者
た
ち
の
判
断
に
は
全
く
賛
成
で
あ
る
」（
ダ
ー

ウ
ィ
ン
上
掲
書
、
１
５
８
頁
）。

人
間
は
、
動
物
と
は
異
な
り
、「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
、
行
動
の
仕
方
・
生
き
方
」
を
導
き
、
制
御
し
、
決
定
す
る
働
き

を
も
つ
〈
観
念
〉
を
、
自
分
自
身
で
つ
く
り
出
し
、
保
持
す
る
能
力
と
し
て
の
「
理
性
・
実
践
理
性
」
を
具
え
て
い
る
。
人
間

は
知
能
の
発
達
の
過
程
で
、「
自
ら
の
過
去
や
未
来
の
行
為
あ
る
い
は
動
機
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
是
と
し
た

り
非
と
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
」、ま
た
、「
愛
情
、同
情
、自
制
が
習
慣
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
、理
性
の
力
が
よ
り
は
っ

き
り
し
て
き
て
、
そ
の
結
果
、
仲
間
の
判
断
を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
人
間
は
そ
の
時
そ
の
時
の

喜
び
や
悲
し
み
か
ら
離
れ
て
、
あ
る
方
向
を
も
っ
た
行
為
に
自
分
自
身
が
駆
ら
れ
て
ゆ
く
の
を
感
ず
る
よ
う
に
な
る
」、
即
ち

「
道
徳
的
存
在
」
に
成
る
、
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
言
う
。
人
は
「
理
性
・
実
践
理
性
」
と
呼
ば
れ
る
知
能
の
発
達
の
結
果
、
自
ら

が
作
り
出
し
た
あ
る
種
の
観
念
、「
善
・
悪
」、「
正
・
不
正
」、「
徳
・
不
徳
」
な
ど
の
観
念
に
よ
っ
て
、
そ
の
「
も
の
の
見
方
・

考
え
方
・
行
動
の
仕
方
・
生
き
方
」
が
導
か
れ
、
制
御
さ
れ
、
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
上
掲
書
、

１
７
０
、１
７
２
頁
）。

つ
ま
り
、
人
は
そ
の
「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
・
行
動
・
生
き
方
」
に
お
い
て
、
善
、
正
義
、
徳
な
ど
の
「
道
徳
的
観
念
」
に
よ
っ

て
影
響
さ
れ
、制
御
さ
れ
、規
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、そ
う
い
う
存
在
な
の
で
あ
る
。
人
間
は
「
本
能
」
に
よ
っ
て
の
み
で
な
く
、

「
観
念
」に
よ
っ
て
も
動
か
さ
れ
る
動
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、人
間
は「
自
然
的
本
能
」に
よ
っ
て
の
み
で
な
く
、自
ら
が
理
性
に
よ
っ

て
言
語
的
に
デ
ザ
イ
ン
・
投
企
す
る
「
言
語
的
観
念
」
ま
た
は
「〈
哲
学
・
道
徳
・
倫
理
〉
的
観
念
」
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
存
在


